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問題解決思考に疲れたら……
弱い教員からの問いかけ　　清水隆裕，入江拓
【インタビュー】教育に求められるネガティブ・ 
ケイパビリティ　　帚木蓬生

【インタビュー】当事者研究とケアの教育　　向谷地生良
【対談】現象学と問題解決思考　　守屋淳，西村ユミ
ストレングスモデルを教える　　萱間真美
【焦点】
大学入試改革と看護教育への影響・前編　　濱名篤

【新連載】
ティーチング・ポートフォリオ作成講座・1　　栗田佳代子・吉田塁
Nと Eと LGBTQ・1　　藤井ひろみ

【連載】
つくって発見！　美術解剖学の魅力・4　　阿久津裕彦
キネステティク・クラシック・ネオ 
動きの言語化のツールが可能にすること・4　　中本里美
授業を良くする！　教育関連理論・6　　西野毅朗
専門家と市民の架け橋CoSTEP・10　　種村剛

●生きている限り，誰しもストレスには
さらされます。ですので，いかにうまく
ストレスと付き合っていくかが，個人の
対処としては重要になります。が，組織
や社会のシステムそのものがストレスを
生み出すようになっているとすれば，い
くら個人的な対処で工夫しても，解決に
はなりません。まずは，働く環境を調査
分析し，不必要なストレッサーを減らす
必要があるでしょう。●看護教員には，
看護と教育という 2方向からのストレ
スがあるので，よりていねいな組織的対
処が求められます。「がんばってしまう」
傾向がある看護教員ですから，組織の運
営管理を行う方には，それを理解したう
えで，教員のストレスリダクションに取
り組んでいただきたいと思います。「私」
を「滅ぼす」ような現場では，決してよい
看護も教育もできないという共通理解が
確立されることを期待しています。 
 ……大野
●私は大阪南部の出身ですが，「恵方巻
き」の習慣は確かにありました。本当に
ローカルな習慣だったのでしょう，なん
と近隣の寺に祖母が出向いて恵方を教え
てもらい，そちらを家族で向かって巻き
寿司を黙って食べるのです。幼心に非日
常を愉しんでいた記憶が残っています。
最近は恵方巻きも全国区に広がり，「あ
らゆる売場に巻き寿司が… …」の状態で
すが，なかなか，東京で巻き寿司を買う
気持ちにはなりませんし，買ったとして
も，違和感しかもたらさないでしょう。
私のなかで，この習慣は終わったのだと
思います。●今月号で，担当していた連
載 3本が最終回を迎えました。気合を
入れた特集号は達成感がありますが，連
載の終了は，少し日常が変わりますね。
みなさんの記憶に響いているものがあれ
ば，うれしく思います。 ……番匠
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インストラクショナルデザインを
活かす

VRで未来を変える

インストラクショナルデザインは，授業の設計図を描くの
に効果的な方法です。教育の効果や効率を高めるためにさ
まざまなモデルを応用して，学習する環境を成立させるプ
ロセスであるインストラクショナルデザインを用いれば，
授業を良くする道のりがより見えやすくなります。
授業設計そのものは教員であれば誰しも行っていることで
すが，他の教育に関する取り組みと同様に，今までは指導
者や先輩が行っていたことを真似る傾向から，なかなか脱
することができなかったように思います。が，看護にエビ
デンスが求められるように，教育にもエビデンスが欠かせ
ません。さまざまな手法やモデルを下敷きにしたインスト
ラクショナルデザインは，その求めに応えられる 1つの方
策といえます。
本特集では，国内のインストラクショナルデザイン研究・
開発の先端を走る熊本大学教授システム学研究センターの
協力のもと，あらためてインストラクショナルデザインを
一から紐解き，それを看護教育に活かすためのさまざまな
アプローチを紹介します。授業設計の精度をより高める助
けになれば幸いです。

■インストラクショナルデザインを概観する 合
田美子

■コラム：インストラクショナルデザインの学
び方 …………………………………鈴木克明

■「美しい」授業設計をめざして─インストラ
クショナルデザインでできる合理的な改善 平
岡斉士

■ARCSモデルを使って「その気にさせ，行動
を引き起こし，継続を促す」保健指導 都竹茂
樹

■インストラクショナルデザインを看護教育に
取り入れることで得られたこと ……………
 …………………………豊場沢子／都竹茂樹

■専任教員の継続教育としての研修会─イン
ストラクショナルデザインを用いた魅力ある
授業づくり ……………………………………
 ………福岡公香／高口みさき／田口恵美子

【2017年 12月号（Vol.58 No.12）】

省察的実践者を育む
ショーンからの提起とともに

【2017年 11月号（Vol.58 No.11）】

ティーチング・ポートフォリオ
で得られること

【2017年 10月号（Vol.58 No.10）】

実践的思考力を育む

【2017年 9月号（Vol.58 No.9）】

学生とつくる授業
学生がつくる授業

【2017年 8月号（Vol.58 No.8）】

「読む，書く，話す」で， 
教育力の充実を

【2017年 7月号（Vol.58 No.7）】

リフレクションから授業研究
（レッスン・スタディ）へ

VRで未来を変える。大げさなタイトルと思われたかもしれませ
ん。VR技術はますます発展を遂げていき，今や触覚もふくめた
五感までも体験できるようになってきました。また VRを体験す
るためのデバイスも，高品質で比較的廉価なものが普及し始め，
確実に VRへのハードルは下がってきています。VR技術が今後発
展していくことは疑いようがないでしょう。
しかし，VRという看護教育にとって新たな技術を，単に新しい
という理由で，未来を変える教育ツールとして，ご紹介しようと
は考えていません。VR「で」未来を変える，というタイトルには，
開発者たちの，看護，ケア，そしてその教育で感じている問題点を，
多職種で専門知を結集していきながら，看護教育を改善していこ
うとするパワーを込めています。
そういう意味で，今回ご紹介する，日本で初めての看護教育用
VRが，認知症をテーマにしたものだったのは，必然だともいえ
ます。認知症は，医療専門職だけでなく，介護や家族，社会全体
で取り組んでいくもの。いわば，多職種の知が結集している場で
す。たとえ非看護職であっても，看護，看護教育に期待されてい
る方が大勢いらっしゃいます。そうした方々の声が，エールとなっ
て皆様に届くことを祈念します。
そして本特集が，日々の看護教育に悩まれ，改善を試みられてい
る方々に，楽しみながらイノベーションを起こすことの，お誘い
になれば何よりの喜びです。

■教育における VRの活用を展望する 
……………………………………廣瀬通孝
■VR×看護教育　患者の立場に立てる教
育方法をめざして…………………………
……山川みやえ／古谷和紀／内藤知佐子
■VR体験とこれからのケアをつなぐ学習
プログラム─ルーブリック評価，教員の
活用方法とともに…………………………
…………………内藤知佐子／山川みやえ
■【座談会】VRの可能性に託した，看護教
育への信頼と展望…………………………
下河原忠道／内藤知佐子／古谷和紀／ 

堀田聰子／山川みやえ
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